
高校生の長期海外留学
を応援

◦高校生のきぼう実現を応援し、国際社会で活躍できる人材を育成す
るため、平成28年度から高校生の長期留学に対する返済不要の奨
学金制度を設け、皆様からいただいた寄付金を財源に１年以上の留
学に対して奨学金を給付しています。
◦令和５年度は、アメリカ、カ
ナダ、イギリスに留学する高
校生４名を奨学生として採用
し、約2,000万円の奨学金を
給付しました。

１０，２１２千円
寄付金額02

経済的理由で就学が
困難な高校生を応援

◦学習や部活動に積極的に取り組んでいるにもかかわらず、経済的理
由で就学が困難な高校生を応援するため、返還の必要がない奨学金
制度を設け、みなさまからいただい
た寄付金を財源に奨学金を給付して
います。
◦令和５年度は延べ46名の高校生に
奨学金を給付しました。

４，５９４千円
寄付金額04

福井県立恐竜博物館の
魅力向上応援

◦令和５年度は、第２次発掘調査以降発見されていたオルニトミモサ
ウルス類の化石が新属新種であることが明らかになり、福井県とし
て６種目、日本では11種目の新種恐竜「ティラノミムス・フクイ
エンシス」として発表しました。
◦また、１月６日には、開館以来の通算来館
者数が1,300万人を突破しました。
◦令和５年７月14日にリニューアルオープン
し、年間来館者数が過去最大であった平成30
年度の同期間と比較して約14％増加と、過去
最高のペースで来館者数が増加しました。

５７４千円
寄付金額08地域鉄道を応援

◦令和５年度は、福井鉄道福武線の観光列車としても活用されるフク
ラムライナーおよびレトラム
の顔出しパネルを作成し、鉄
道イベントなどで活用しまし
た。
◦えちぜん鉄道では、新たなオ
リジナルノベルティグッズを
制作・配布し、イベントの集
客力をあげ、鉄道利用者の増
加を図りました。

８４０千円
寄付金額07

ふくいの大学生を応援

◦福井県内の各大学で学ぶ後輩を応援するため、寄付額の4/5は指定
先の大学等へ、残りの1/5は「大学連携センター (Ｆスクエア）」の
運営に活用しました。
◦Ｆスクエアは、共通のサテ
ライトキャンパスとして、
ふくいの魅力を学ぶ講義
や、大学間の垣根を越えた
交流活動を行いました。

３７，５６３千円
寄付金額05

若狭高校の寮整備を
応援

◦若狭高校は、文部科学省のスーパー・サイエンス・ハイスクールの
指定を受け、様々な課題研究に取り組むとともに、本校開発の「サ
バ缶」の宇宙食認定など高い評価を受
けています。
◦老朽化の著しい本校の寮を新たに整備
し、生徒が安心して学校生活を送るこ
とができる住環境を整え、より一層の
魅力向上に取り組みます。
◦令和５年度に新若竹寮が完成し、８月
に開寮式を行いました。

４００千円
寄付金額03

ふるさとの母校を応援

◦福井県内の各高校で学ぶ後輩を応援するため、寄付額の4/5は指定
先の高校へ、残りの1/5は返還の必要のない県全体の給付型奨学金
制度「きぼう応援奨学金」に活用しました。
◦高校では、生徒たちの学習に必要な物品の購入やスポーツ用具等の
購入、ICT機器の整備等に活用しました。
◦令和４年度より、各学校があらかじめ指
定したプロジェクトに対し、クラウド
ファンディング形式で支援を募る「プロ
ジェクト型母校応援」を開始し、令和５
年度は２校が活用しました。

６，６６３千円
寄付金額01

次世代を担う
理系高校生を応援

◦理系の人材を育成するため「ふくいGirls未来のテックリーダー」
プロジェクトを実施し、女子高校生32名が参加しました。
◦参加者は、首都圏のグローバルIT企業訪問、女性技術者とのキャリ
アトーク、プログラミング研修、デー
タサイエンス研修を受講し、自分の可
能性や社会課題に新たな視点を見出し
ていました。
◦理系分野の課題を研究する高校生を対
象に研究費支援募集を行い、今年度は
８名（グループ）が採択されました。

７０千円
寄付金額06

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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３，１８５件件数 １０２，４５８，５０１円金額

寄付者の方から使い道を指定して福井県にいただいたふるさと納税は、以下の事業に活用
させていただきました。

令和５年４月から令和６年３月までに使い道を指定していただいた寄付

令和５年度　ふるさと納税寄付金活用事業のご報告

 【Ｆスクエアでの活動】

 【フクラムライナー顔出しパネル】

【完成した新若竹寮】

【寄付金を活用し購入した黒板】

【プログラミング研修】

【奨学生が留学するUNITED WORLD COLLEGESの学生】



令和５年度　ふるさと納税寄付金活用事業のご報告

ふるさと納税による新事業
創出支援（クラウドファンディング型）

◦新たなチャレンジに取り組む県内事業者を応
援するため、ふるさと納税を活用してクラウ
ドファンディングによる寄付募集を支援しま
した。
◦令和５年度は寄付を募集した13プロジェク
トすべてが目標を達成しました。
◦福井のイカを有名にするため、キッチンカー
でイカ丼を販売するプロジェクトや、キッズ
アイドルによる紫式部がテーマのオリジナル
曲制作プロジェクトが寄付目標を達成し、夢を実現しています。

１５，９６１千円
寄付金額

FUKUIRAYSを応援

ブランド米
「いちほまれ」を応援

災害ボランティアを
応援

◦県内のプロ・プロ化を目指すチームや全国トップリーグで活躍する
チームを、ふくい県民応援チーム「FUKUIRAYS」として委嘱し、
全国への福井の魅力発信や、
スポーツを通じた地域活動を
行っています。
◦チームがより「福井」を印
象付けるチームとなるよう、
チームのさらなる活躍を応援
していきます。

◦「いちほまれ」を日本一のブランド米に育てるため、生産者を対象
とした現地研修会の開催や品質を高めるための肥料や水管理、ス
マート農業を活用した実証圃の設置
などに活用しました。
◦令和５年度は観測史上最も暑い夏で
したが、生産者および関係機関の努
力により、（一財）日本穀物検定協会
が実施する「令和５年産米の食味ラ
ンキング」で、最高評価である「特
Ａ」を獲得しました。

◦福井県内外で災害が発生した際、被災家屋の片付け・清掃や災害ご
みの運搬等の活動を行うボランティアを被災地域に派遣していま
す。
◦令和６年能登半島地震では、石川県珠
洲市や七尾市において、在宅避難者支
援や災害ゴミの搬出等を行うボラン
ティアを３月末までに約1,000名派遣
し、被災地の復興に向けた支援を行い
ました。

１５，２８０千円

１，７０８千円

１１７千円

寄付金額

寄付金額

寄付金額

09

11

13

ふくい桜マラソンを応援

ふくいの
アンテナショップを応援

◦北陸新幹線福井・敦賀開業に合わせて、令和６年３月31日（日）に
福井県として初となる大規模都市型フルマラソン大会「ふくい桜マ
ラソン2024」を開催しました。
◦当日は、国内外から13,657人のラン
ナーに出走いただき、新幹線との並走や
おろしそばなどのご当地給食、沿道応援
などで福井のおもてなし・魅力を発信し
ました。
◦大会には、ふるさと納税枠による出走
で、82名からご寄付をいただきました。

◦令和５年にリニューアルした福井県のアンテナショップ「ふくい南
青山291」と「ふくい食の國291」では、福井県の特産品の販売や、食
の提供を通して福井の魅力を発信しています。
◦首都圏の大型スーパーや駅等での店舗外販売
やネット通販も実施し、福井県の知名度向上を
図りました。
◦また、「ふくい南青山291」では、福井県内企
業と首都圏の人々のビジネスマッチングを支
援し、新商品の開発等により福井県の新たな魅
力を創出しています。

４，２００千円

６６９千円

寄付金額

寄付金額

10

12

その他、ふくいのめがね応援、若手芸術家支援などにかかる寄付として３，５９６千円をいただきました。

その他、能登半島地震被災地支援やウクライナ避難民支援などにかかる寄付として３９，３３７千円をいただきました。

使い道のご指定なくいただいたふるさと納税は、以下の事業に活用させていただきました。

被災者住宅再建補助金

◦令和６年１月１日に発生し
た能登半島地震によって被
災した住宅の補修や立替の
支援に活用しました。
◦補助金により被害の大き
かったあわら市内を中心に
住宅が再建され、被災地域
の復興が進みました。

１，３７０千円
寄付金額♥

使
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を
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ず
に
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だ
い
た
も
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【FUKUIRAYS】（福井ブローウィンズ）

【いちほまれ現地研修会】

【珠洲市での活動の様子】


